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平成 25 年度第 1 回日本スポーツ少年団常任委員会議事録 
 
 
日 時      ： 平成 25 年 4 月 15 日（月） 13 時 55 分～14 時 30 分 
場 所      ： 岸記念体育会館  理事・監事室 
出 席 者      ： 坂本本部長、佐藤（玉）、住谷、宇津木の各副本部長 

谷藤、藤沼、上杉、神野、安川、大橋、組橋、川久保、野田、望月、

佐々木、佐藤（高）、長尾、宗像、工藤の各常任委員 
〈委  任〉佐藤（厚）、原、富田の各常任委員 

委員総数 22 名、うち出席 22 名（委任 3 名を含む） 
 設置規程第 17 条第 3 項により会議成立。 

〈事務局〉小林部長、菊地課長、他少年団課員 
 

議事に先立ち、坂本本部長からの挨拶の後、本部長を議長として、議事に入った。 
 
＜議案＞ 
１． 日本スポーツ少年団次期専門部会の編成について 

事務局より資料に基づき、日本スポーツ少年団設置規程第 18 条に基づく、次期

「指導育成部会」、「広報普及部会」、「活動開発部会」の 3 専門部会の編成について、

常任委員を部会長とし、日本スポーツ少年団講師、都道府県スポーツ少年団役員、

都道府県スポーツ少年団事務局、日本スポーツ少年団指導者協議会運営委員及び学

識経験者の中から部会員を選出すること、また、各部会の人数は 4 名から 6 名程度

とする旨を説明の後諮り、これを承認。 
  また、人選については、坂本本部長に一任とする旨を併せて諮り、これを承認。 
 
２． 日本スポーツ少年団顕彰要綱施行基準の改訂について 

事務局より資料に基づき、顕彰対象者の各都道府県スポーツ少年団からの推薦期

日について、常任委員会の開催期日によっては被表彰者の決定について議題として

付議することができない可能性があるため、「5 月 31 日まで」から「日本スポーツ

少年団本部長が定める期日までに」と表記を変更することについて説明の後諮り、

これを承認。 
 

３．第 51 回全国スポーツ少年大会について 
事務局より資料に基づき、7 月 26 日から 29 日までの 4 日間の日程で、「大分県

マリンカルチャーセンター（大分県佐伯市）」を主会場に開催する第 51 回全国スポ

ーツ少年大会の開催要項について説明の後諮り、これを承認。 
また、来る 4 月 30 日に大分市で開催する実行委員会において、開催要項の一部

に変更等が生じた場合の対応については、坂本本部長及び実行委員会に出席する佐

藤副本部長に一任とする旨を併せて諮り、これを承認。 
 
4．第 35 回全国スポーツ少年団軟式野球交流大会について 

事務局より資料に基づき、8 月 2 日から 5 日までの 4 日間の日程で、北海道札幌

市にて開催する第 34 回全国スポーツ少年団軟式野球交流大会の実施要項について

説明の後諮り、これを了承。 
また、来る 5 月 8 日に札幌市で開催する実行委員会において、実施要項の一部に

変更等が生じた場合の対応については、坂本本部長及び実行委員会に副本部長が出

席した場合には副本部長に一任とする旨を併せて諮り、これを承認。 
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５．平成 26 年度事業計画及び要望予算の編成について 
事務局より、平成 26 年度事業計画及び要望予算の編成について、従来同様、各

専門部会の要望等を取りまとめた後に全体的な調整を行う手順で取り進めること

とし、最終的な事業計画と要望予算の取りまとめを坂本本部長に一任とする旨を説

明の後諮り、これを承認。 
 
6．その他 
  特になし。 
 
＜報告事項＞ 
１． 日本スポーツ少年団指導者協議会運営委員会の編成について 

事務局より資料に基づき、去る 4 月 10 日、各ブロックから選出された新しい委

員による第 1 回目の運営委員会において、委員長に長野県の野田正彦氏、副委員長

に茨城県の仮屋茂氏、静岡県の伊藤秀志氏が選出されたことを報告。なお、委員長

が選出された北信越ブロックからは、運営委員が 1 名追加となることを併せて報告。 
 

2．平成 24 年度第 4 回常任委員会及び第 2 回委員総会の議事録について 
議長から資料に基づき報告。 

 
3．第 35 回全国スポーツ少年団剣道交流大会及び第 10 回全国スポーツ少年団バレー

ボール交流大会の終了について 
事務局より資料に基づき、去る 3 月 25 日から 27 日に佐賀県佐賀市で開催した剣

道交流大会、3 月 23 日から 26 日に高知県南国市及び香南市で開催したバレーボー

ル交流大会が開催県のスポーツ少年団、競技団体及び関係団体の協力を得て、無事

終了した旨を報告。また、3 月開催の第 4 回常任委員会で承認された「スポーツ少

年団活動における指導のしかたに関するアンケート調査」について、同交流大会の

開催期間中に実施し、現在集計中であること、今後夏に実施する軟式野球交流大会、

ホッケー交流大会でも同様のアンケートを実施し、集計結果を取りまとめる予定で

あることを報告。 
  

４．第 40 回日独スポーツ少年団同時交流の団長団の決定及び派遣団員の内定につい

て         
事務局より資料に基づき、平成 25 年 3 月 6 日開催の平成 24 年度第 4 回常任委員

会で坂本本部長及び佐藤活動開発部会長に一任されていた日本団の団長団につい

て、日本スポーツ少年団の富田寿人常任委員を団長に、シニア・リーダースクール

等の講師である大塚美里氏を総務に、日本体育協会地域スポーツ推進部少年団課の

小澤大樹を庶務として決定した旨を報告。     
また、派遣団員・指導者は、これまでに参加道府県から推薦のあった 78 名を内

定者とし、グループ編成が行えない、東北Ⅰおよび九州Ⅰの各グループについては

派遣を中止することを報告。現段階で日本団は団長団を含め 81 名で編成すること

を見込んでおり、内定者については、5 月初めに開催する事前研修会を経て最終選

考を行った上で正式決定する旨を報告。 
 
５．平成 23 年度日本スポーツ少年団顕彰事業の終了について 

事務局より資料に基づき、日本スポーツ少年団顕彰要綱第 3 条第 3 項により、9
県 20 名の退任指導者に対し、各県スポーツ少年団を通じ感謝状を贈呈した旨を報

告。 
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６．ブロック報告について 
特になし。 

 
７．その他 

（１）2012 年度ミズノスポーツメントール賞について 
事務局より資料に基づき、去る 2 月 28 日ミズノスポーツ振興財団の選考委員

会において受賞者が決定し、スポーツ少年団関係者として、東京都体育協会推薦

の山縣てる子氏がメントール賞シルバーを、また神奈川県体育協会推薦の緒方武

人氏、山梨県体育協会推薦の平林弘光氏、山口県体育協会推薦の田北律弥氏の 3
名がメントール賞を受賞した旨を報告。 

 
（２）平成 24 年度日本体育協会事務局機構及び職員の配置について 

事務局より、資料に基づき報告。 
 
 （３）「スポーツ活動中の熱中症予防ガイドブック」について  
   事務局より、この度、改訂を行った同ガイドブックについて報告。 
  

（４）第 2 回常任委員会について 
  事務局より、平成 23・24 年度の常任委員により開催する最後の会議となる第 2

回常任委員会〔5 月 27 日(月) 14 時～〕の期日について確認。  
 
 
以上の報告事項について、いずれも了承。14 時 30 分閉会。 


